
� ɽ͡Ίʹ
　IC5とは、「InGPSNBUiPn	 BnE	CPNNVniDBUiPn	
5eDInPMPHZ（情報௨信技術）」のུশです。
　IC5技術を活༻した事の目的は、ݐ設ݱを
省ྗ化し、生ੑ࢈だけでなく、安શੑや施ɾݕ
査ਫ਼を向上させることです。
� ɽ*$5ٕज़ࣄ༺׆ͷ࣮ࢪঢ়گ
　東京水道局では、ஷ水のఅ体ڧ化事にお
いて、IC5技術を活༻しています。
　本事では、(N44（શٿଌҐ衛システϜ）
をར༻したଌྔ機ثやIC5機能をࡌしたόοク
ϗウɾϒルυーβ等を༻して۷や事を
実施しています。
　(N44とは、衛ଌҐシステϜの総শで、人
衛からのిをઐ༻Ξンテナでड信することに
よって、࠲ඪ等をٻめることがՄ能となります。
ઐ༻のଌྔ機ثを༻いることにより、ैདྷの出དྷ
業となっていたも࡞ଌྔであれば、ෳ名でのܗ
のが、ଌఆऀ一人でも時ؒで༰қにଌఆを行う
ことができます。ಘられた࠲ඪσータは、ଌྔ機
の֬ೝや出ܗみ、1Cをར༻して出དྷࠐにऔりث
དྷܗྔのࢉ出等にਝに対ԠՄ能となります。
　また、όοクϗウ等重機のҐஔ情報を(N44に
より計ଌし、施Օॴにおける設計σータとݱ地
൫σータとの差分をࢉ出することにより、ఆめら
れたਂさまでの۷や一ఆ֯の法໘࡞ܗ業な
どを効率的に行うことができます。
　IC5όοクϗウやϒルυーβには、ΦϖϨータ
のόέοトૢ࡞をΨイダンスでサϙートする「Ϛ
シンΨイダンス（.(）」とόέοトૢ࡞をࣗ

動で制ޚする「Ϛシンίントロール（.C）」の
ೋछྨのૢॎシステϜがあります。
　本事では、一ఆの技ྔを࣋つΦϖϨータをݱ
にஔすることができることから、۷事で
はϚシンΨイダンス機能のIC5όοクϗウを࠾༻
し施を行い、立事ではϚシンίントロール
機能のϒルυーβを༻しています。ࡏݱ、それ
ぞれのૢॎシステϜのϝϦοトɾσϝϦοトにつ
いてূݕをਐめています。

� ɽ*$5ٕज़ࣄ༺׆ͷϝϦοτ
ʢ�ʣ҆શੑͷ্
　施エϦΞへの࡞業員の立ͪೖりճがݮগす
るため、重機と人との৮Ϧスクがݮগします。
また、法໘上に࡞業員をஔしないので、法໘か
らのམࡂもࢭしています。
ʢ�ʣۀ࡞ͷޮԽ
時や立時にஸ張等の設ஔがෆ要となるこ۷　
とや、(N44ଌྔ機ثを༻した出དྷܗଌྔがՄ
能となることから、施管理に要する人員をैདྷ
施にൺてݮすることができます。
� ɽおΘΓʹ
　IC5技術は、その活༻により、安શੑの向上や
༺業の効率化等が図られることから、ඇ常に༗࡞
な技術であることがわかります。しかし、ಋೖί
ストが高いことや、ݱの௨信環境によってはར
༻がしいことがありますので、ݱ状گ等を౿
まえ、ಋೖできるかどうかをݕ౼する必要があり
ます。	
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１．はじめに

ＩＣＴとは、「Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ａｎｄ

Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎｏｌｏ

ｇｙ（情報通信技術）」の略称です。

ＩＣＴ技術を活用した工事の目的は、建設現場

を省力化し、生産性だけでなく、安全性や施工・

検査精度を向上させることです。

２．ＩＣＴ技術活用工事の実施状況

東京都水道局では、貯水池の堤体強化工事にお

いて、ＩＣＴ技術を活用しています。

本工事では、ＧＮＳＳ（全球衛星測位システム）

を利用した測量機器やＩＣＴ機能を搭載したバッ

クホウ・ブルドーザ等を使用して掘削や盛土工事

を実施しています。

ＧＮＳＳとは、衛星測位システムの総称で、人

工衛星からの電波を専用アンテナで受信すること

によって、座標等を求めることが可能となります。

専用の測量機器を用いることにより、従来の出来

形測量であれば、複数名での作業となっていたも

のが、測定者一人でも短時間で容易に測定を行う

ことができます。得られた座標データは、測量機

器に取り込み、ＰＣを利用して出来形の確認や出

来形数量の算出等に迅速に対応可能となります。

また、バックホウ等重機の位置情報をＧＮＳＳ

により計測し、施工箇所における設計データと現

地盤データとの差分を算出することにより、定め

られた深さまでの掘削や一定角度の法面整形作業

などを効率的に行うことができます。

ＩＣＴバックホウやブルドーザには、オペレー

タのバケット操作をガイダンスでサポートする

「マシンガイダンス（ＭＧ）」とバケット操作を

半自動で制御する「マシンコントロール（ＭＣ）」

の二種類の操縦システムがあります。

本工事では、一定の技量を持つオペレータを現

場に配置することができることから、掘削工事で

はマシンガイダンス機能のＩＣＴバックホウを採

用し施工を行い、盛立工事ではマシンコントロー

ル機能のブルドーザを使用しています。現在、そ

れぞれの操縦システムのメリット・デメリットに

ついて検証を進めています。

写真 ＩＣＴバックホウによる掘削状況（写真左：運転席内モニター）

３．ＩＣＴ技術活用工事のメリット

（１）安全性の向上

施工エリアへの作業員の立ち入り回数が減少す

るため、重機と人との接触リスクが減少します。

また、法面上に作業員を配置しないので、法面か

らの滑落災害も防止しています。

（２）作業の効率化

掘削時や盛立時に丁張等の設置が不要となるこ

とや、ＧＮＳＳ測量機器を使用した出来形測量が

可能となることから、施工管理に要する人員を従

来施工に比べて削減することができます。

４．おわりに

ＩＣＴ技術は、その活用により、安全性の向上

や作業の効率化等が図られることから、非常に有

用な技術であることがわかります。しかし、導入

コストが高いことや、現場の通信環境によっては

利用が難しいことがありますので、現場状況等を

踏まえ、導入できるかどうかを検討する必要があ

ります。

（東京都水道局 志村 和彦）

ICT技術を活用した
水道施設工事

について教えてください

各種手引き・研究成果等はこちら http://www.jwrc-net.or.jp/

（出典：水道技術ジャーナル ２０２３年１月）




